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ま全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、必ずお守りいただく 
ことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危書や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、また 
は火災の危検び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、ま 
たは义がの可能性が想定される内容ををしていまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表ちを無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生び想定される内容をおしていまず。 



お守りいただく巧容を、次の絵表示で区分しています。 

0(§)®® 

この絵表示は、「禁止」 
されている内容でず。 


AA 



この絵表示は、必ずして 
いただ<1■指示」內容です。 


この絵表示は、「注意」 
していただ < 内容でず。 


♦説巧で中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための巧容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
か量の混入でち、火災の原因になります。 




么警告 （ WARNING ) 


★換気お留 

•換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれびあります。 
•使用中は必ず1時間に1〜2回 （] 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないで<ださい。 


★スプレーを厳禁 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ス I -ーブの上や前に放置しないでください。 
熱で怎の圧力び上がり、爆発し、危險です。 


女力ーテン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使巧しないでください。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着乂して、乂災の原因にな0ます。 




みを類の乾燥厳禁 

お類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下し、火災の原因になります。 



女寝るとを消火 

寝るときやが出するとさは、必ず消火し、必ず乂び消えていることを確認してください< 
予想しない事故が発生するおそれびあります。 


★給油時消乂 

給油は、必ず消火し、ストーブの溫度び巧分に下がってからおこなってください。 
义災の原因になります。 


★油漏れ危険 

•給油ロロ金は確実に締めてくださし、。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、火災の原因になります。 
♦油タンクから油び漏れる巧態では絶巧に使用しないでください。火災の原因になります。_ 

女可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するをの(ガソリン、ベンジン、シンナー） 
や、スプレーを使用しないでください。 

火災や故障の原因にな0ます。 

























A 警告 （ WARNING ) 


★やかんのせ禁止 I 

やかんなどをのせないで < ださい。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 



A 注意 OHAUTION ) 



★居室巧給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなつてください。 

火災のおそれびあります。 

★変質な油禁止 ~ 

変質な油(持ち越した口油など）、不純な油(灯油し U がの油■水-ごみび混入した灯油など）を使用しないで 
<ださい。 

異萬燃焼や故障（しんが下びらない、点火でをない、乂び消えない)の原因になります。 


★燃焼中移動禁止 I m 

火のついたまま持ち運ばないでください。 \dm 

やけどのおそれびあ0ます。また、転倒すると火災になるおそれびあ0ます。 ん>^1^ 


★ 移動•運搬するとさのま意 

•ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ストーブの温度が充分下びってから、油タンクを取り出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、里池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざ6のな油を必ず巧いてください。 

_運搬の途中に丹油びこぼれて、周西を巧すおそれびあります。_ 

★異常時使用禁止 

こおい、ずずの発を、がの色など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでください。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消乂してください。 、 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒のが筒(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使巧しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、ずずび発生ずるおそれがあります。 


★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを權かめてくださし、。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やずず、油煙の発生原因になります。 


★高温部接軸禁止 

燃焼中や消火直被は、高温部、天板(ストーブの上面)やガードに手などみれないよラ注意して f 
ください。 

取手を立てたまま燃焼すると、取手び熱くなります。 

燃焼中は、必ず取手を下ろしてください。 

やけどのおそれびありまず。____ _ ■ 

★高電圧ミき意1 、 

点火装置は、点火時に高電圧び発生しまず。点火フラグに不用意にさわらないでください。 

感電のおそれびあ0ます。 

掃除、点橫•手入れをするとをは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなって<ださい。 


0 

禁止 

0 

禁止 


を 

〇 



0 

使用禁止 


★ふく射熱に長時間あた5ない 


ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれび 
友0ます。 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なちや病気の方などの暖房には充分にま意して 
<ださし、。 - - 


ほこりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこ0をときどさ除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにを意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や义災の原因になります。 



〇 












g 全のために私ずお守りくだをい 


A ミ主意 （ CAUTION ) 


★巧震自動消义装 置の作動確認 I 

使用開始時と、使巧中は1圏月に1回尚上、対震自動消义装置を作動させて確実に消火ずることを確かめて 
ください。 

確実に消火しないとさは使用しないで、すぐに修理して<ださい。_ 

★純正部品の使用 . 

しんなどの部品は、必ず トヨストーブ 純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばか0でなく、故障やテ想しない事故び発生するおそれ 
びお0まず。 

★分解修埋•改造の禁 止 

故障、破損したら使用しないで<ださい。 . 

ストーブは絶対に巧造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 

★ 触媒、脱臭フィルター使用禁 止 

市販の軸媒や脱臭フイルターをス I '■-ブに取0巧けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異常燃焼や乂災の原因になります。 

★ お子様やお年寄りのご使用 に注意 

お子様やお年寄り、体の不旨由なちがお使いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部屋の換気、高溫部への 
接郎によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人が巧分'にま意して<ださい。 

★保管時にしていただく こと 

•長期間使用しないとさ及は保曾ずるとさは、必ず丹油を抜いて、電池ケースか5乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しのが態ではイ呆管しないで ください。 

乂災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(から焼さクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火がのおそれびあります 。 _ 

★廊棄ずるとを 

ストーブを廃棄赃分するとをは、必ず油タンク、油受けざら巧の打油を抜き取0、電池ケースから乾電池を 
取 D はずしてください。 （14 ぺージ参照） 

灯油や乾擊池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発をするおそれびあ0ます。 


女次の塌巧では使用しない 

火災や予想でをない事故やな階の原因にな0ます。 


( 水平でない場所、不巧をな場所 ) C 風のあたる場所、部 屋の出入口、屋夕〇使用禁止 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで♦風のあたる提所や屋别では使用しないでください。 

<ださい。 《び出て危検です。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあ0ます。 掃除機の排気びあたらないよラを意してください。 

• しっかりしたじょラぶな床面で使用してください。 •部屋の出入口など人の通る場所、人びぶっかった n 

•移動車雨の中や、不安定な台の上で使用しないでください。 っまずく場巧で使用すると、転倒して事故や火災び 

輯落したり、火災になるおそれびあります。 起きるおそれびあります。 


—暖炉などス I ^ープが囲われる場所 ） し不巧定な物をのせた棚などの下^ 

•暖:^や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない•落下物により火災び起きるおそれびあ0ます。 

ミ書蒙喜結-な n ま^ r 直射日光のあたる場所、温度の高い場所 ') 

f I まこ。巧气。るし、違戸斤 ^ • 異常燃焼を起こずおそれがありまず。 

し I 巧 (-0 で/湿 xyO ) をい场尸な ； •油タンクの巧油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

•数鱗韻辭款塔裹さ5?塌など、塵例に。の 巧燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所 ) 

燃焼用空気（酸素）を取入れる箇所ろ!目づまり状態になり、•爆発や火災の原因になりまず。 

異常’燃焼を起こすおそれびあ0まず。 011美容院、 クリ- ニ ング店などスプレ-や化学觀關まう場所つ 

C 温室•歸育室など人のいない塌 巧 ) •化学襄品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、 

•使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれび腐食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷め 
あります。 る原因とな0ます。 


〇 



分解禁止 

0 

使用禁止 

显 

ま意 

¥ 

〇 


因 
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★巧燃物（木壁、含板、ふずまなど )との距離を離ず 

•ス I ブから可燃物との距離は、ち図の指定し U 上の距離を保つようにしてください。 
♦ストーブ上方の棚などとの距離は必ず] mlU 上あけてください。 

•上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

♦カーテンなどびストーブにふれないよラにしてください。 

•家具等か5はち図の指定が上の距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 



巧 

























使用ずる場所 


♦丹油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 


願い （ NCmCE ) 


席 











































使用前の準備 


ストーブを取り出す 


I 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったラえ 
I で、包装箱から包装材を取り除さ、製品を傷付けないよラ 
におり出してください。 

-お願い-> 

包装巧は可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 






燃焼筒を納めている包装巧を取り除を、燃焼筒を取り出し 
て < ださし、。 

•包装巧の巧に指を入れ、内側に巧りなげてある部分（凹 
部）を引き出し、包装ネオを下へ下げて、燃焼筒を取り出 
して < ださい。 


@燃料は口油 ( J 旧1号な油)を必ず使巧してください。 
® 変質な油、不純巧油は絶巧に使用しないでくださし、。 


A 危険 


|>ガソリン使巧禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだごい。 
少里の混入でも、火災の原因になります。 



•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったときは 
あわてずに、緊急消义ボタンを押して消火して<ださい。 

• 変質巧油(持ち越した巧油など)、不純の油(巧油ががの油‘水- 
ごみび混入した巧油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている目力燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


灯•油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息をのきかけます 
^(乂の気のない巧でおこなってください） 

〇 口油 r X ガソリン 


(§) 巧油の保管のしかた 


•な油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射曰光を避けた場所に保管 ^ 

してください。 0^7 

• 巧油の容器は専用のをれいな容器を ^ 

使用してください。また灯油容器は 品 。 ^ 
必ず JIS 認定蟲で色つきの巧油専用 严。 I 。叩 I A C 
容器を使用してください。 く云 

• 灯油容器内の巧ミ由びかないと温度変 ^ 

化により結露して水びたまることび I I I I S 
あります。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 
•おモ様の手のとどかない巧に保管してください。 


0 


濡れたままです。 


すぐに乾いてしまレます< 


良い保管 


悪い保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
义気のないを暗所へな管 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室列の保管 




0 


禁 J 


変質な油とは 


• 古い'な油。（ひと夏持ち越した灯油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所にイ呆管した巧油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した打ミ由は変質しやすい。 
•変質のひどいものは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

• 変質を防ぐためな油は翌シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


/ ちい口油は 
\使わないで. 


0 


不純な油とは 


I 使用禁止 


な油しソがの油(ガソリン、シンナー、天ぷ 
ら油、機械油、重油など)びほんのかしで 
を混入したな油。 

水やごみび混入した巧油。 


0 


使用禁止 



/好油なかの\、 

( 油、が、ごみを y 
\入れないで y 


























































































ま用前の準備 


給油のしかた 


I このス I ブには、給油の目まを示ず r 給油サイン _) びついています。 

I 油タンクに巧油びあるとさは、 r 給油サイン J の色は r 緑」ですび、巧油び少、なくなると r グレー」に変 
わります。 

ストーブを使用するとをは、とさどさ給油サインを見て、阿油びあるかどラか確認し、 I な油がなく 
なる前に給ミ由してください。 

‘「給油サイン」の色び r グレー」にな D ました5、消义して、給油してください。 ’ 


A 警告 


A ま意 


給油は、必ず消义して、ストーブの温度び巧分に下びってからお; 
なつてください。 

乂災の原因にな D まず。 


給油は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
义がのおそれびありまず。 


1 

0 



給油サイン 


巧油び少なくなると 
グレーに変わります< 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給;'由□□金を、左 roj に回し 
て取りはずしてくだごい。 

• 附属品の r □金開閉具」を使用しますと、な油で手を巧 
ごずに給油□□金の開閉びでさます。 

•給油口□金を取0はずす前に、先端の弁部を押すと、 
給油□□をび開けやず< な0ます。 




油量計を見なが5給油 
ずる。 

• 市販の給油ボンフの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油量計を見なび5給油して< 
だごい。（ホースび巧けない 
ぶラにま意しなび6給ミ由して 
くださし、。） 

• 灯油は、油量計のほぼ上部(ち 
図の♦•給ミ由位由)まで給油し 
てくだごして 

入れ適ぎますと、あ風れ出る, 
ことびあ0ますので充分を意 I 
してください。 


こぼれま柱 




<りし- 

、♦給巧位漏 


、ミ南■のの! B . 


-お願い- 

‘油タンクの中にあるにぼれま栓」の弁 
び、給油口の近くまで上がっていると 
きは、弁を下へ押し下げてください。 

I ミ由タンクの中にある「こぼれまを」は、 
給油□□金びはずれたとさに、ミ由漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
でください。 


弁 


煤由 □ 


給油口□金をち ( OJ に強 圈团具 偏 
回して、しっかり締める。鈴帕□金.爵 


3 ^ 



給油口□金は確実に締めて 
ください。給油ロロ金を下 
にして、ミ由漏れがないこと 
を確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めた 
りすると、簡単に給油 □□ 
金びはずれて、火災の原因 
になりまず。 


〔本樓用の給油□□を〕 


• 附属品の r □金開閉具」を使用 
すると、好油で手を巧さずに 
締めることがでをます。 

•油タンクから油び漏れる状態 
で使用しないで < ださい。 

乂災のおそれびあります。 ィ=====«==*^ 

•同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油口□金がありますので、間 
違えないようにしてくだごい。 

油びでなくなったり、巧障の〔棚の給由尸与を] 

潑!さしし、っか。戀誦 

1こぼれた阿油はよくふ / __ ^ 

き取る。 

• こぼれた巧油は必ずされいに (I 

ふさ取ってください。ち検で な I 

すし、燃焼中に臭気を発生す I ! I 

る原因にちなります。 

) 油タンクをセットずる。 A m 

• •附属品の r 口金開閉具 j を使用 . 

した場合は、「□金開閉具 J を \ ， 

取りはずしてください。 I 

•油タンクを、ホ体に E しく、 

だくりとかジトしてくださ 

-お願い- . 

才ート給ミ由ポンフ(自動停止誤 S 付)を使用ずる場合 

•巿販の才ート給油ポンフ(自動停止装置巧)のなか口ま、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具合が態にな 
り、正しく給油でをないをのびあります。 

〔不具合）1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。巧油びあふれてしまう。 
(処置）•ボンフの取扱説明書にしたびっ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の化置をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に総巧を中止し、他の給油ボンフ(手動式ポンプな 
ど）を使用して、正しく給ミ由してください。 




使いかた 



. 電池点义び使えないとを 


、巧震自動消乂装置のセット 


点乂のしかた 


•ネ刃めてお使いになるとさは、点火後、器具に付着して 
いるほこ0や油び焼けるにおいびしますび、しばら< 
お使いいただければにおいはな<なります。 

•点火後しばらくの間は、炎び安定せず、 r ボッ、ボッ、 
ボッ」と燃焼音びしぎすび、異常ではあ0ません。し 
ばら<するとおびを定し、音びしな<な0ます。 


-お願し、 

使い始めや、しんので換後、しんの手入れ(か5焼をクリーニン 
グ）をしたときは、給油後約15分 L ソ上待って、しんに巧分なな 
油び版い上げ6れてから点义してください。巧分に岐い上げ5 
れていないが態で点火しまずと、しんを傷めまず。 

新しい乾電化を入れても、なに巧れもないのに点火しにくい場 
合は、にページ r しんの修正 J を参照して直してください。 


•ストーブの上方や周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。巧燃 
物びあると火災のおそれびあ0ます。 

•ストーフび水平でま定した場所に詰:置してあることを確認してください。 

•お手を、本体の後側へ下ろしてください。 

取手を本体の上に立てたまま使用すると、燃焼中に加熱さのて高湿になり、取手に手をふれたとを、やけど 
のおそれびあ0ます。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認してください。 


I 操作つまみを r 点义」の方向け）にゆつくり止まるまで巧 I 
下げると、巧震自動消火装置は自動的にセツトされます。 
この操作をおこないますと、点火することびあります。 



操作つまみをゆっくり巧し 
下げる。 

•操作扉を開け、操作つまみを「点 
火」のち向（♦りこゆっく D 止ま 
るまで、巧し下げまず。 

(しんび上が0ます。） 


マッチや市販の点乂用ラ KSSI 

イターで点乂ずる。 1* 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 戀編 

をちかをに動かしてか5、持ち _ IIS 

上げ、 マッ チや市販の点乂用ラ 
イターなどを使ってしんに义を 
着けてください。 

•たばこ用のライターで点火しな 
いで < ださい。 

•マッチで 点火した場合は、 マッ 
チの燃えかずをしん付近や器具 
内に落としたり、屋台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や义ぶの原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 ggSi 

• 火が着いたことを確認したら、 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 ill 

動かし、燃焼筒び正し< しん調 鑽據 I 

節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず 一 
確かめて操作扉を閉めて < ださ 
い。 

ガードを閉じてください。 

•マッチや点火用ライターで点火したとさは、火び着い 
たことを確認したら、操作つまみを少しだけ（点火し 
た火び消えない程度に）消火の方向に戻してみて、引 
っかかりびなくスムースにしんび下げられることを確 
語してから、もう一度しんを上げて使巧してくださし、 
操作つまみびスムースに戻らないとさは、燃焼茵を持 
ち上げて、しんを完全に下げてか6、点火操作を始め 
からや0直してください。 


操作つまみを、ゆっくり巧 ir ^ i ―お^ 

し下げる。 pm . 4 

•操作扉を開け、操作つまみを「点け？ I ■ I ’ C 
义」の方向 （*) にゆっくり完全 !♦ 

に止まるまで、押し下げてくだ X ||： I 

ごぃ。 ‘賽スタ I 

(しんび上び D 点火します。） 1/ 

•点火操作の途中で r ピィー」と言/ ぉ巧 

ラ放空音びしますび、操作つま/ ' 

みをそのまま止まるまで押し切 
って < ださし、。 

乂が着いたことを確認する。 

•火び着いたことを確認したら、 

手を操作つまみからゆっくりは 
なして < ださし)。 

• 火び着いた後ち操作つまみを巧 
し下げたままですと、乾電池の 
消耗び早くなります。またカー 
ボンび巧着して、点火しにくく 
なる原因になります。 

点乂しにくい場合は 

•点火プラグ付近か5白煙び出て点义しにくい場合は、 
操作つまみを少し戻したり、点义操作をゆっくりおこ 
なラと点乂しやす< な0ます。 

• しんにタールやカーボンび付着したり、点火プラグが 
ミちれてくると、点义しにくくなりまず。 

一しんの手入れ、点义プラグの掃除をおこなってくだ 
さい。01 • にべージ参照） 

• 乾電池の輩圧び不充分で点乂しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ交換してご 
使用 < ださい。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃 
焼筒び正し< しん調節器にセットされているか、しんの 
上にのっていないかをぶ、ず確かめて操作扉を閉めて < だ 
さい。 


使いかた 










g いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


炎の調節は、操作つまみを上下しておこないまず。 

操作つまみを上下して炎を調節するとさは、のイラストをよく見て、ぶ、ず正常燃焼の範囲で使 
用してくだごい。（燃焼確認窓の「カラーサイン J を連動して動さます。） 


炎の状態 


燃焼筒が巧熱して、炎び燃焼筒の上部より約！〜3加立ち上るげ態び良い燃焼が態で、経済的な使用方までず。 


異 常 


正 常 


正 常 


異 常 


1 〜 3cm 


M 


しんの上げずぎ 
(がが大を < 伸びている） 

すずや一酸化炭素び 
をく発生する 


Rifllilillllillilllli: 


圓 


最大正常燃焼 
(炎の長さび1〜3別1) 

正常燃焼 


isisi 


■ 


最小正常燃焼 しんの下ばずぎ 

(燃規茵全体がホ熱している）（燃焼筒が巧分にホ熱しない） 


正常燃焼 


においや一酸化炭素び 
をく発をする 


@炎の大きさは上図のよラに、正常燃焼の範囲でご使用ください。 

•点火後3分程で、燃焼筒び徐々にホ熱します。5分程で、燃焼筒全体びホ熱します。 

♦点义2〜3分後、《び立上びってさた時、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回動かしますと、 
炎が早 < 安定しまず。 

•炎び安定したら、操作つまみを上下して、正常燃焼の状態に調節してください。 


没作ごまみ 


同 

!料 •>； 口か 


乂力を弱くずる場台のを意 


•义力を弱くした場合でを、燃焼筒全体び、充分に赤熱しているが態で使用して < ださい。 

•あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素がをく発生し、しんにタールび付着します。 

しんの高さ調節（でるでる怒）につい て 

炎の大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってくることびあ0まず。 

操作つまみを下げてしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないとさは、10ぺージのるでる 
な々语 いかた1の I 頁を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質打油や不純巧油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったときは、《び大きくな！5ないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このよラなとさは、14ぺージ r 保留9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入 
れをしてください。 


消火のしかた 


通常の消义の場合 


操作つまみを、ゆっくり引き上げる。 

操作扉を開き、操作つまみを r ニオイセーブ消义」の位置までゆっくり止まるまで引さ上げて消火しま 
す。 

(速く上げるとにおいび出やすくなります。） 


「の二が-細 


画 

商 

、 sk'jjwr } 


消火を確認ずる。 

•においをかなくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部巧る）して消义します。消火を確認してくださ 
い。 

•操作つまみび r ニオイセーブ消乂」の位置にあり、火び消えたことを必ず確認して操作扉を閉めてく 
ださし、。 


操作つまみ i 




r 紧急消火」の位虽 
お急ミ肖义ボタン 1 


緊急の消义の場合 


® 緊急消乂ボタンを押ず。 

このとさ急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

操作つまみび r 緊急消火位置」にあり火び消えたことを必ず確認してください。 

•緊急消义ボタンを押してを、しんび下が6ず、消义できない場台は、操作つまみを引き上げて、しんを 
下げてください。 

それでもしんび下が6ない場合は、油タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしきつてください。 
•時間にを裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコッブー杯 (200 m ぶ程度)の水をかけて消火 
して < ださい。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってくだごい。また、あとで油受けざ6內の水 
. の入った灯 油を 旅を、しん交 換び必要です.。 

• しんが下が6ない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることびありますので、14ページ 
H 呆售] 9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをおこなうか、新しいしんにで換してください。 



消乂後再点乂するとをのを意 


消乂後、約5分間は再点乂しないでください。燃焼简び冷えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 


でるでる怒の使いかた 


燃焼筒やしんの劣化などで、しんをいつばい上ばてを炎び大きくならないときは、でるでるつまみを操作して、しんの高さの調 
節びでをます。 

( -お願い-^ 

•購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど炎び巧分に出ているときに、でるでるつまみを③や 
⑤へずらすと炎び大さ<な D すぎ、すすび発生することびあ0ます。 

《び大きくならない時 Ui かは、でるでるつまみを①で使用してください。 

• 不良な油や変質巧油を使用して、しんに水や夕ールび付着したときは効果びなし)場合びあります。その場合は14ぺージ rn ] 

9しんの手入れをずるの項を善おしてしんの手入れをしてください。それでを良<ならない場合は、しんを巧換してくだごい 。I 

1操作つまみを「ニオイセーブ消火 J の位置まで引を上げる。 

I (しんを下げた状態にします。） 


2本体のち側面にある r でるでる芯」の溝の中のでるでるつまみを、①か5③へ、 
©か5感へず5ず。 

①か百②へ、⑨か5③へず5ずことにより、しんの富さをさ々約2 mm 高くずることびでき、がび大き 
くな0ます。 

逆に、おをかざくずるときは、③を劇こ、②を①にをえまず。 


でるでるつまみの巧百 

① 

⑤ ' 

⑥ 

しんの高さ 

約8 mm 

約10刪 

約12關 


お願い 


でるでるつまみを操作ずるときに、かし重い部分びありまずので、誤ってずらしずざないように注意 
しておこなつてください。_ 


対震自動消乂装置 


•巧瘦自動消乂装置は、ストーブ本体び地震(震度約5む上)や強い振動、衝擊を受けたとを、义がなどのを條を防ぐために自動 
的に消乂させる安全装置でず。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど異常がな 
いことを確認した後、离点义してください。 


対震自動消义装置の取扱い上のを意 


•通常の使用時には、操作つまみを引を上げて消义して < ださい。消火の都度に巧震自動消义装置を作動させますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとをなどは、操作つまみで消义した後、緊急消火ボタンを巧して巧震自動消 
火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってくだごい。 

•ストーブを長い間使用しないときは、対震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧震自動消火装置の寿命に悪影響を坂たえます。 

•ふをこぼれやすい牛乳-銅物の煮たを(保ミ晶)に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんにタールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧震自動消火装置び作動してを 
消火性能び善しく悪くなり、乂災の原因になります。 














点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


•ス I ブを消义し、本体の温度が充分に下びってか5おこなってくださし、。 
•手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

•対霖自動消义装置の取りはずし、巧解はおこなわないでください。 


使うたびに 


_点横箇所 I 点巧内容 


ストーブの • ストーブの周囲に可燃物や障喜物びありませんり、。 
周囲 [乂災の原因にな0ます] 


•油タンク、巧受けざ5、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因にな0ます] 



油漏れ 



•油漏れはありませんか。 
[火災の原因になります] 


•欠けたり、割むたりしていまだんか。 
[異常燃焼の原因になります] 


1箇月に1回 W 上 


点検茵巧 t お巧巧容 


ほこり •反が板や置台にほこ0びたまっていまだんか。 

燃焼用空気 前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 

取入れ部 せんか。 

(しん案内〔異常燃焼や乂災の原因になります] 

筒下部） 


巧巧自動 •操作つまみを巧し下げてしんを上げてから、置台をゆ 

消义装置 すると，対發自動消火装置び作動し、そのときしんび 

下びり、操作つまみび「緊急消火位畳」に戻0ますろ、。 
[確実に消火することを確認] 


2箇月に1回む上 



感霖部 


点巧内容 


•点乂プラグのスパーク音は、「ピィー」と鳴りますか。 
[乾潭池の里圧(消耗)点検] _ 

•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付遺していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因になります]_ 

■しんの先端に夕ールげ付着して、固<なっていません 
か。 


★しんに夕ールび付着していると、々のような不具合 
が発をしまず。 


•消火操作をしてち、しんび下び5ず、消乂しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでをない。 

•点火操作をしても、点义しない。 

•燃焼筒びホ熱しなかった0、燃焼中ににおいびする。 


•感震部にごみの付着や鐘はあ0ませ な 感涅部 

[^^9 自瞧装置施しく作動しま m 



処垣方法 


•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないでください。 


•こぼれたり、たまったり、にじんだ巧ず- 
油はされいにふさおってくだごい。せ塾 
•油タンクの給油□□金の、弁部な 
どにはさまつているごみなどを、 

取0除いて < ださい。 


•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 
求めの販売店に修理依頼をしてください。 


•お買いホめの販売店にネ目談して、新しい外商（ガラ 
ス）に交換してください。 


化 S 方法 


点乂プラグ♦点火プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか。 
• 点火ブラクびしんに< い込んでいませんか。 

[点乂不良の原因にな0ます] 


13、14ぺージの Mimm ； な打窗含!]の 
1〜5項を参照して本体を取りは 一 
ずし、置台と油受けざらの隙間けま 
にしん案内筒の下部)のほこり、 

ごみなどを取りのぞいてくだをし、。/ 

霉気掃除機で吸い取るのを効果的*^ ■: 

です。 ン ん抓巧の下 


操作つまみび懷急消义位置 J に戻らない場合は、し 
ん、感巧部の項の点検をしてください。 

販売店に修理依頼をしてください。 


処 i ■方法 


• 音びかす ri る場合は霉圧び下びつています。 
新しい乾電池に交換してください。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除を、 
をれいに掃隙してください。 


•夕ールび付着している場合は、14ぺージ [] 宗舊19し 
んの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこな 
( 八くたでし、。 —ぉ願ぃ- - 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入むをおこなつてち効果のない場合は、 
新しいしんに交換して < ださし)。 


• ごみやほこりは、やね5かい布できれいにふき取っ 
てください。 

•鏡び多量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を巧頼して < ださし、。 


•点火プラグび巧れているときは、12ベージに従って 
点火フラグの掃除をしてください。 

•点火フラグびしんにくい込んでいるとさは、12ベー 
ジの 1 しんの修正 I をしてください。 
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この表しソ外の不具合びあるとさは、お買い求めの販売店にご相談くださし、。 


製品の部を掃除する。 
川ページ参照） 


製品内部に、ほこり、ごみがたまって 
し、る。 


しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 （12 ページ参照) 


点火プラクびしんにくい込んでいる。 
点火プラグび巧れている。 


点乂プラグび破損してレないか確かめる。（破 
損している場合は販売店に連絡する） 


点火プラグの電極び正常でない。 


ショートしないよラになおす。 
不明の時は販売店に連絡する。 


点乂装置びショート短絡）している。 


コードびはずれてし、るときは正しく差し込む。 
その他は贩売店に連絡する。 


点火装置のコードびはずれている。 


正し < 入れ直す。 


正し < 入れていない。 


乾電池び消耗している。 


給油□□金を正しいものに取り換える。 
(7 ぺージ参照） 

新しい乾霞池に交換する。 


給油□口金び間違っている。 


正常な灯油に交換する。 


灯油び水やごみを含んでいる。 


しんにタールびつく原因となるので正常な 
巧油に交換する。 


灯油び変質している。（汚れた油や 
ポ I 」容器で1年間持ち越した油など） 


外筒（ガラス）を交換する。 


が筒(ガラス）にひびや割れびある。 


しん調節器の上面に夕ールびついていないか。 
効ま燃焼筒下挪こ不揃いびないかを調べる。 


しん調節器と燃焼筒との間にすき間 
びある。 


内が筒、が炎筒び変形していないかを確かめ 
る。（変形している場合は販売店に連絡する) 


燃焼简の変形。 


点火してから必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


燃焼茵びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク内の巧油を正常なな 
油に交換する。 


しんにタールかついている。 


しん調節器からしんをはずしてよく乾燥し 
てからしん調節器にお口付ける。油受けざら 
内の水を抜<。 


しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざら内に水び A つている。 


しんの高さを調節する。 
丢斤しいしんと交換する。 


しんの出びかなし、。 


しんを下げて、炎を調節する。 


しんの出過ぎ。 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 ~修理を依頼される前に 一 


_ 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回) 

•長期間ご愧用になりますと、機器の点検が必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、または、修理資格 
者[(財）曰本石油燃焼機器保守協会 （ TEL .03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)な 
ど]のし巧店などに点検依頼されることをおすすめします。 


•ガードを開さ、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点火プラグの電極や碍子部分に付 グ远 

着した汚れを取0除いてください。 1 

•掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを閉じ、乾電池をおり巧けて正常に 

点火するかどうか確認してください。 _ 巧分 

•点火しにくかったり、点乂しない場合は、惨を J をするか、もう一度きれいに掃除し直してくだごい。[ / 
义しんの手入れ(か5焼をクリーニング)をおこなうと、点义プラグに付着した巧れび取れやすくなります。こご?^., 
(14 ページ [ H ] 日しんの手入れをずる参照） 

( -しんの{彦止^--- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側面を巧側に、割り善などで輕く しんから 节 n ろし、う 

押さえるように撫でて、しんを藝える。 しんに 接 曲してし 

•一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火してください。 



乾蛋池の消耗び激し： 


火の回りび遅 S 


しん上下の操作び重い 


しんび下びらない 


ホ火や、すすび出て燃元る 


簽大き <璧ない爹てしきつ 


点火しな： S . し 





































部品交換のしかた 


替えしん、が筒(ガラス）、燃焼筒などの巧換部品び必要な場合は、お買いボめの販売店にごホ目談ください。 
部品び P ぶ売店にない場貪は、別紙の 査插相談窓□—覧 I までお問いさわせください。 

へ _ _ I しんなどの究換部品は、がずトヨストーブ純正部品(指定部品)を使用してくだごい。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予おしない事故び発 
生ずるおそれがあります。 


巧 

指示 


部品交換のときのを意 


ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けびなどしないようま意しておこなってくだをい。 

① 手をやけどしないよラに、ストーブは消乂し、溫度び巧分下びるまで待ってください。 

② 感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

不完全な修理はを検でず。お買い上げの販売店か、（お）日本石ミ由燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講暨を修了者（石油機 
器巧術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめしまず。 



点义装置は、点义時に高電圧び発生します。点义プラグに不用意にさわらないでください。 
感電のおそれびあります。 

掃除*点横*お手入れをずるときは、必ず電池ケースから乾電池を取りはずしてか5おこなつ 
て < ださい。 


A 

感空を意 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん 


トヨ耐熟しん第29種商品コード:11027807 


しんの交換方法-注意内容は、耐熱し 
んに添巧されている取巧説明書をお読 
みください。 


呼 


」旧適合検査合格品はこの 
マークび貼つてあります。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示ごれています。 


燃焼筒の交換のしかた 


燃焼茵了商品コード:11113806 I •燃焼筒の內炎筒•外炎筒などび変おした場合や、外筒（ガラス）び割れたりした場合は、お 
' -^-^ 真い求めの販売店、または、別紙の I ..お客様ホ自敲■霞己 二更1までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


点乂ブラグを巧換するとをは、お買いボめの販売店または、別紙の r 哀^ SIP ： 富までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ 巧油 を取が 寸ける I を参照して、必ず4個とも巿版の新しい乾空池〔単二お乾里池)に交換してください。 

♦取0はずした古い乾聖池は、表示してある使用推奨期限巧は、電池能力り巧寞っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場台) 



1油タンク巧の阿油をおき 
取る。 

ス1^ープか6油タンクを取り出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク内の巧油を巧をおってくだ 
さい。 

•わずかに残った灯油は、油タン 
クに給油ロロ金を取り付け、油 
受けを本体の中から取0出して 
給油□□金に巧し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いて<だ 
ごい。 

2 電池ケースから乾電池を、取0出 
してください。 


3 r 緊急消乂ボタン」を巧して、消火 
装置を作動ごせてから、ガードを 
開いて、燃焼筒を取0出してくだ 
ごい。 


4 操作扉を開け、 r 操作つまみ」を引 
さ抜いてくだごい。 







•なミ由は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(巧いをる）ようにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使巧推奨期限內は發池能力びのこっていれば他の製品に使用でをますので、再利巧され 
ることをおすすめします。 


日日 


置 


厚さ 


種 類 


量 


点火方 



□金開閉具 （1 個) 


附 


200% 

巧霞自動消火装置（しん降下式) 


吸上量 


約13時間 


燃焼継 


2.5 mm 


3.6 L 


油タンク容室 


6己 mm 


呼び 

寸法 


2.87 I<W 


トヨ耐熱しん第巧種 


0.279 L/h 


最大燃料消費量 


普通筒しん 


灯油 ( J に1号) 


mi.bkg 


電池扇火〔単二形乾電池4個 • 別売) 


356 mm 


しん式 • 巧射お 


312 mm 


自然通気形開放式石油スト—ブ 


460 mm 


外形づ法 
(置台を含む) 


RS-H297E 


仕様 


13、14ページの I 巧営(長期間使用しない場合）1 の1〜6頂を参照して、油タンク内の灯油を抜き取り、電池ケースか5乾電池をお 
りはずして廃棄してくだごい。 


廃棄するとを 


本体の両側面と背面にあ ^ /, k=dA 

る止めねじ4本を、をに 一^•- ' ^胃ソ 

ねじって取りはずします。 . t ^ 

本体を前方に傾けなびら、」なレ:;;^^ 

ゆっくりと上方に持ち上 k — % 

げて取りはずしてくださ '' 

い。 

油受けざ6巧のな油を巧 
き取る。 

油受けを取り出してか5、油登け If %, 

ざ5內の巧油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で抜き取]てくだごい。卜^ 
•油タンク、油受けざ5に水やご/ 
みび残ったまま保管すると、鐘 
や巧あきの原因になりまず。き 
れいな灯油ですすざ洗いをして 
くだごい。残った灯油は、布切 
れなどで吸い取って < ださし、。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

灯油を巧いた油タンクを本体にセットし 
まず。 

しんの手入れをずる。（か日焼きクリー ニン グ） 
-お願い- N 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
ください。 

しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなつて < ださい。 


• しんの先端び固<なっている時 
は、ラジオペンチなどで固い部 
分を軽くつぶしてからおこなっ 
て < ださし、。 

①通常の点火操作をして、正しく 
燃焼させて < ださい。 

⑤火力び小さくなつたら、しんを 
一杯に上げて有然に消火するま 
で燃やしさってください。 



10 電池ヶースか5乾電池を取りはずず。 

( -お願い-^ 

•乾電池を取りつけたまま保管すると、液漏れしてスト 

ーブを腐食させることびありまず。 

V _ - 

11巧 震 自動消乂装置を作動させる。 

II 巧震自動消火装置を作動ごせ、しんを下げた状態にして 
ください。 

1ク点検、掃除をずる。 

■一①り、にベージの I 点が•手入れのしかた 1の項目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をして<ださし、 

②ス I ブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるち 
のは新しいをのに交換して < ださし、。 

⑤ストーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
布で水気をお0除いて < ださい。 

13 収納ずる。 

IW ♦口金開閉具は紛失しないように 、 TMS 

本体背面のも側上部にある 「 TJ が A \ 

形巧に引っ掛けて保管してくだ 

□金開閉具についたな;由は、よ 
くふさおってくだごい。 A ^ 

• 包装箱に入れて、湿気のかない 
場所に保管して < ださい。 

「取扱説明書」や r 保詔香」を忘れ 
ずに大切に保管して < ださい。 

i -お願い- N 

•高温を湿、直射日光の当たる場前こは、イ呆管しないで 
<ださい。 

鐘び出たり、樹脂部品が変おずる原因にな0まず。 

•油タンクは巧ミ由を巧を、本体にセットして保管してく 
ださい。 


お手入れ-保 





































お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


ぐ 

型 式 

RS - H 297 E 

お買上げ年月曰 

年 

月 

曰 

お買上げ店を 

V 


(電話番号 ）（ 

) 

一 

ソ 


株式会社■-ミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園の 5 番 17 号 
干 4 巨 7—08 己己 TEL <052〉822—1144 
FAX <052)822-2742 


■ きき i 巧式を社トヨトミは巧度巧巧の一田としてこの取没説明書は再生巧を使用しています。 

古< ルプ だを# 1 ooHn ま£ 





